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鹿児島 未知の魚を発見！「No. 22 キツネオハグロベラ」
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（2021年9月発行）
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奄美・沖縄の世界自然遺
産登録を控えた７月16日～

21日、鹿児島市のアミュプラザ鹿児島では「まるごと発見!
鹿児島・奄美群島・沖縄フェスティバル」が開催されました。
当館も17日・18日の２日間にわたってブース出展を行い、
フェスティバルを盛り上げました。
ブースでは開催目前の特別企画展「奄美の宝」のPRや、
アカウミガメ・ウツボ類の展示を行いました。屋外イベントでの生きものの展示は珍しいということもあって大変好評でした。
そのほかジンベエザメ帽子作りのワークショップも開催しました。こちらもたくさんの方にご参加いただきました。帽子作りは
少し難しかったようですが、できあがった帽子に皆さん満足されていました。　　　　　　　　　　　　　　（平野慎一郎）

７月17日から「SDGsクイズラリー」を実施しました。
館内を回りながら、水族館の生きもののクイズを解い
てもらうイベントです。SDGsをテーマにしたクイズと
いうことで、サンゴ群集の重要性や外来種の問題など
を取り入れました。全問解いてもらった後にお渡しす
る解答用紙の裏面には、海が現在抱えている問題につ
いて、地球温暖化やマイクロプラスチックなどを具体例
に解説を載せました。途中、新型コロナウイルス感染症の流行拡大のため休館となりましたが、期間中は問題用紙を片手に
展示をご覧になる人でにぎわいました。当館のSDGsの取り組みを紹介したパネルを見ていただくなど、子どもから大人まで
皆さんがSDGsについて楽しく学ぶきっかけになったようでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（濵田毬華）

「まるごと発見！鹿児島・奄美群島・沖縄フェスティバル」開催

編集後記

　岩礁やサンゴ礁域で“ちょこまか
と”泳ぎ回っているベラの仲間は、捕
獲が難しく、研究者泣かせの魚で
す。採集して、標本として公的機関に
保管し、その標本に基づいて報告し
ないと、その魚の存在を正式に記録
することができません。ベラの仲間
には水中写真などで日本に生息す
ることが分かっているものの、標本
を得ることができずに、正式に日本
産として記録されていない種が少な
くありません。ベラ科オハグロベラ属

は日本に３～４種が分布しますが、正式に記録されているのはオハグロベラの１種のみです。
　屋久島と口永良部島から採集された個体に基づいて、2021年６月に日本産２種目となるオハ
グロベラ属が報告されました。本種は体色が狐色を呈すること、ならびに背側の濃い狐色と腹
側の白色縦帯がキツネの体色を連想させることに因み、キツネオハグロベラと命名されました。
キツネオハグロベラは琉球列島の浅海域に広く分布することが分かっています。　

（鹿児島大学総合研究博物館　館長　本村浩之）

No.22　キツネオハグロベラ

シリーズ
鹿児島未知の魚を発見！未知の魚を発見！

　令和３年７月26日、「奄美大島、
徳之島、沖縄島北部及び西表島」
の世界自然遺産登録が正式に決
定しました。平成15年に国の世界
自然遺産候補地として選定され
てから18年。日本で５件目の世界
自然遺産登録となります。この
夏、かごしま水族館では特別企画
展「奄美の宝～島々に生きるもの
たち」を開催しました。アマミイシ
カワガエルやシノビドジョウなど
の貴重な生きものを展示すると
ともに、奄美の貴重な「生物多様
性」についてお伝えしてきました。
私たちが今見ているこの景色を
ずっと残していくために、私たち
は何をしたらよいのでしょうか。
「水族館ができること」「私たち一
人ひとりができること」を考えて
いきたいと思います。　　（大塚）

SDGsクイズラリー

クイズラリー景品引換所 クイズラリー用紙

キツネオハグロベラ　Pteragogus enneacanthus （屋久島産）
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梅雨の晴れ間の７月上旬、私は谷山港のヘリポート前に
着岸した船の前にいました。船名は「大島丸」。東京都立大
島海洋国際高等学校の実習船です。総トン数681t、全長
59m、幅10mの実習船は、学生が釣りなどの海洋実習を行
うための船で、採れた魚を生かして学校へ持ち帰るための
活魚水槽もあります。令和２年２月に竣工したばかりの新
造船ですが、コロナ禍で出航できず、今回がようやく２回
目の航海です。この大島丸に乗船し、屋久島北部の底物
釣獲調査に同行します。深場をねらった調査ということも
あり、特に難しい深海魚の取り扱い、生かして運ぶ方法の
指導を依頼されたことが乗船のきっかけでした。

深海釣り採集
出港の翌日、朝から甲板では釣りの準備が始まります。
水深200mを超える深海釣りということで、見たこともな
いような大きな電動リールと竿を専用の器具で船縁に固
定します。電動リールはボタン一つで糸を自動で巻き上げ
るばかりか、巻くスピードまで決められる優れもので、投
入後はこれで仕掛けを操作していきます。仕掛けは一般
的な胴付き仕掛けとほぼ同じですが、普段はほとんどお目
にかからない400号（約1.5㎏）もの重りと、魚がかかった

時の負荷から釣
り糸を守るため
のクッションゴ
ムがついた５本
針のついた仕掛
けです。
えさにはサン
マとスルメイカ
を使用します。
さまざまな魚の
好みに対応でき
るよう針１本ご
とに両方のえさ
をつけて準備完
了です。右舷側
に６座ある釣り座に、それぞれ１名ずつ船員がつき仕掛け
を海に投入していくのですが、水中で絡まないよう船首側
から順番に投入していきます。一番手が投入すると次の釣
り座へ合図を送り、２番、３番と次々に仕掛けを投入して
いくのです。投入した仕掛けが海底につくと少し巻き上げ
て重りを海底から浮かせます。こうすることで根がかりを
防ぎつつ海底にいる魚を狙えるのです。

屋久島北部の海域は、私たちも行ったことのない場所
で釣り場の情報もありません。広い海の上に「ここがよく
釣れるポイントです」という目印などなく、実際にどこが
釣れそうな場所なのか、夜の間にも船長が船を走らせな
がら魚群探知機で海底の地形を見て、長年の経験を頼り
に目星をつけてくれました。こうして水深80m～430mの
海域で３日間釣りを行い、20種84尾の魚を釣り上げまし
た。釣果としては十分ですが、その魚を生かすとなると話
は別です。まず問題なのが、急激な水深変化による気体の

膨張です。どのような症状が出るかは魚種により異なりま
すが、多くの場合は腹部が膨張したり、胃が膨れて口から
出ていたり、眼球が突出したりなどの症状がでます。その
ままでは、短時間で死亡してしまうため、釣り上げた後に
素早く的確に処置を行う必要があります。

釣獲後の処置
まずは素早く針を外し、あらかじめ14℃に調整した海
水が入ったクーラーボックスに入れます。14℃は、この海
域の水深ごとの水温データを基に、釣り上げた魚が生息し
ている環境に近い水温です。さあ、ここからは私たちの出
番です。先生方に説明しながら魚の状態を確認し、口から
胃が出ている場合には自らの歯で胃を傷つけないように
口を開けさせたまま、腹部を圧迫してガス抜きを行いま
す。魚によって肛門からガスが出ることもあれば、口から
出てくることや、まったく出ないこともあります。次に触っ
て腹部の張りを確認し、まだガスが残っているようであれ
ば、注射器を用いてガス抜きを行います。体表には鱗があ
るため針がなかなか刺さらないこともありますが、内臓を
傷つけないような位置と角度を選んで慎重に針を刺し、
膨張したガスを吸い出していきます。吸い出すガスが少な
すぎると水面に浮かび上がったままで、ガスを抜きすぎる
と沈んでしまいます。途中で魚を泳がせてみては、正常な
遊泳になるまでくり返しガス抜きを行っていきます。ここ
まできた魚は、水量3㎥の活魚槽で適切な温度を保ちつつ
様子を見守ります。もちろんガス抜きの処置をしても死
亡してしまう魚もいます。その度に解剖して内臓の配置
を見ながら、針が適切な場所に刺さっていたかを確認し

正しい処置とは何か、データを積み重ねて次に生かして
いくのです。

航海の終わり
５日間の航海を終え、出港した時と同じ港に帰ってきた

大島丸。今度は水族館への搬入が待っています。水族館に
搬入した魚はすぐに皆さんに見てもらえるわけではあり
ません。釣り採集の場合、口には釣り針の傷があります。
今回のような深海釣りではさらに、腹部にガス抜きの注
射針の傷があります。傷の治療を終え、餌付いて初めて安
定した飼育をすることができます。水族館まで無事にやっ
てきても、展示するまでの過程で細菌や寄生虫に感染す
ることもあり、死亡することも少なくありません。とりわけ
環境変化の大きい深海
生物は、生存率が高く
はありませんが、１人で
も多くの方にその貴重
な姿を見ていただきた
いと考えています。こ
のような機会は私たち
も経験を積む貴重なも
のです。コロナ禍で先
生方だけの研修となり
ましたが、乗船させて
いただいた大島海洋国
際高等学校の先生方、
大島丸の船長ならびに
船員の皆様に感謝いた
します。　（中村政之）

特 集 大島丸で行く深海釣り採集
～屋久島沖の底物釣獲調査～
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マハタ
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メイチダイ
メダイ
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1
2
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92.ケヤリムシ

イルカ水路に潜っていると、隣のダイバーが私の
肩をたたいて指を差しました。指の先にはまるで海
に咲いている花のようなものがゆれています。これは
「ケヤリムシ」という生きものの一部です。ケヤリムシは
本州中部から九州の沿岸に分布しており、イルカ水
路の岩場でもよく見られます。美しい見た目からイ
ソギンチャクなどとまちがわれることもありますが、

釣りのえさとして親しみ深いゴカイのなか
まです。
花に似た部分は、ミミズのような体の先
端に付いていて鰓冠といいます。美しいだ
けでなく呼吸をする、海中の浮遊物をこし
とり口へ運ぶ、光や水流などを感じる感覚
器として働くなど、さまざまな役割があり
ます。私が美しい鰓冠に興味を持ち、触れ
ようと手を伸ばした瞬間、それは「ぱっ！」
と一瞬で消えてしまいました。身の危険を
感じたケヤリムシが棲管という管の中に鰓

冠を引っ込めたのです。ケヤリムシは体の神経がとて
も太く、鰓冠にある感覚器の刺激を素早く伝え、敵
から襲われるとすぐに棲管の中に身を隠すことがで
きるのです。
彼らは今も海でひっそりとくらしているのでしょ
う。皆さんも岩場から鰓冠をのぞかせるケヤリムシ
を見つけてみてください。　　　　　（綿貫凪紗）
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２階：南西諸島の海
「生きものたちの共生関係」
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掃除やマッサージの順番待ちをするかのように口や
ひれを開いてじっとしている様子も観察できます。
このように異なる生きもの同士が助け合う関係を

「相利共生」といい、「クマノミとイソギンチャク」、「ハ
ゼとテッポウエビ」など、さまざまな生きものたちが
生きぬくために必要な関係を築いています。生きもの
たちの間にどのような関係があるのか、水槽の前で
じっくり観察してみてください。　　　　（堀江　諒）

海中でも陸上と同じように、生きもの同士のさまざ
まな関わり合いがみられます。「南西諸島の海」コー
ナーに入ってすぐのこの水槽で、目を引くのは斑点模
様が特徴のニセゴイシウツボです。観察していると、
ウツボの口の周りや体の上を小さなエビが行ったり
来たり。食べられてしまわないか心配になりますが、
このエビはクリーナーシュリンプで、口の中の食べか
すや体についた寄生虫を食べて「掃除」をしています。
ウツボもこれをわかっているため、口の中に入ってくる
エビを食べません。一方エビは、口の中や体を掃除する
ことで、簡単に食べ物を得ることができるのです。
同じ水槽内にいるホンソメワケベラも、クリーナー
シュリンプと同じように掃除をする魚です。それだけ
でなく、ヒレを器用に使ってマッサージ行動をする
ことも。ホンソメワケベラの周りでは、他の魚たちが

ホンソメワケベラアカシマシラヒゲエビ

ニセゴイシウツボとアカシマシラヒゲエビ

鰓
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「ブホッ」イルカ館で大きな音が聞こえます。イルカが頭のてっぺんにある鼻を水面から出して、勢いよく
呼吸をする音です。イルカは私たちと同じように、肺呼吸をします。かごしま水族館ではイルカの健康を
チェックするために、イルカの吐く息（呼気）のにおいをかいだり口の中を見たりして、けがはないか、変な
においはしないかなどを毎朝確認しています。鼻と口といえば、新型コロナウイルスの感染予防のために、
私たちはマスクをつけて鼻と口をおおっています。それに対してイルカにつけるマスクはありませんが、イル
カは新型コロナウイルスに感染することはないのでしょうか。「ウイルスに感染する」とは、生きものの体に
侵入したウイルスが細胞にとりつき、増殖することです。ウイルスとはどのようなものなのでしょう。

ウイルスとは　・ウイルスの定義には諸説がありますが、ここでは生きものとしての条件（図１）を満た
していないため（図２）生きものではないと考えます。生きものではないウイルスは自らを増殖させるため
に、生きものの細胞にとりつく必要があります。

通常は決まった生きものの特定の細胞にしかとりつくことができませんが、イヌやネコに感染する狂犬
病ウイルスが私たちヒトにも感染するように、生物種の垣根をこえて感染するものがあります。
新型コロナウイルスの正式な名前は

「SARS-CoV-2」。ウイルス粒子の表面にあ
るとげ状のタンパク質が王冠のように見え
ることから、ギリシア語で王冠を意味する
「コロナ」と名前を付けられました。とげには
細胞にとりつくための鍵の役割があり、細
胞の表面にあるタンパク質「ACE2」が鍵穴
となります。取りつかれた細胞の力を借りて
ウイルスは増殖します（図３）。

新型コロナウイルスが人の細胞にとりつく時の鍵穴となる「ACE2」は血圧の調整に関わるタンパク質
で、ヒト以外の多くのほ乳類の細胞にあります。さまざまなほ乳類の「ACE2」と新型コロナウイルスのとげ
が、どれくらいくっつきやすいかを予測する研究がアメリカで行われました。この研究では、ハンドウイルカ
の「ACE2」と新型コロナウイルスのとげは比較的くっつきやすいという結果が示されています。＊ これは
あくまで実験であり、現在のところイルカ類に新型コロナウイルスが感染した例はありません。実際に
水族館のイルカに新型コロナウイルスが感染するかどうかはわからないのです。しかし海外の動物園では
トラやライオンに感染した例があり、また新型コロナウイルスに限らず、ヒトからイルカに感染するウイ
ルスに注意して行動する必要があります。
飼育員は今ではお客さまと接するときだけでなく、飼育作業の間もマスクや手指消毒などの感染対策を
これまで以上に行っています。自分と周囲の大切な命を守るためにも、感染に対する正しい知識を身に
着けて感染予防に取り組んでいきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東　亮介）
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＊Joana Damas et al. “Broad host range of SARS-CoV-2 predicted by comparative and structural analysis of ACE2 in vertebrates” 
bioRxiv, 2020, p.8-11
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図３：SARS-CoV-2の感染
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④コピーされた遺伝物質を
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92.ケヤリムシ

イルカ水路に潜っていると、隣のダイバーが私の
肩をたたいて指を差しました。指の先にはまるで海
に咲いている花のようなものがゆれています。これは
「ケヤリムシ」という生きものの一部です。ケヤリムシは
本州中部から九州の沿岸に分布しており、イルカ水
路の岩場でもよく見られます。美しい見た目からイ
ソギンチャクなどとまちがわれることもありますが、

釣りのえさとして親しみ深いゴカイのなか
まです。
花に似た部分は、ミミズのような体の先
端に付いていて鰓冠といいます。美しいだ
けでなく呼吸をする、海中の浮遊物をこし
とり口へ運ぶ、光や水流などを感じる感覚
器として働くなど、さまざまな役割があり
ます。私が美しい鰓冠に興味を持ち、触れ
ようと手を伸ばした瞬間、それは「ぱっ！」
と一瞬で消えてしまいました。身の危険を
感じたケヤリムシが棲管という管の中に鰓

冠を引っ込めたのです。ケヤリムシは体の神経がとて
も太く、鰓冠にある感覚器の刺激を素早く伝え、敵
から襲われるとすぐに棲管の中に身を隠すことがで
きるのです。
彼らは今も海でひっそりとくらしているのでしょ
う。皆さんも岩場から鰓冠をのぞかせるケヤリムシ
を見つけてみてください。　　　　　（綿貫凪紗）
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ひれを開いてじっとしている様子も観察できます。
このように異なる生きもの同士が助け合う関係を

「相利共生」といい、「クマノミとイソギンチャク」、「ハ
ゼとテッポウエビ」など、さまざまな生きものたちが
生きぬくために必要な関係を築いています。生きもの
たちの間にどのような関係があるのか、水槽の前で
じっくり観察してみてください。　　　　（堀江　諒）
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まな関わり合いがみられます。「南西諸島の海」コー
ナーに入ってすぐのこの水槽で、目を引くのは斑点模
様が特徴のニセゴイシウツボです。観察していると、
ウツボの口の周りや体の上を小さなエビが行ったり
来たり。食べられてしまわないか心配になりますが、
このエビはクリーナーシュリンプで、口の中の食べか
すや体についた寄生虫を食べて「掃除」をしています。
ウツボもこれをわかっているため、口の中に入ってくる
エビを食べません。一方エビは、口の中や体を掃除する
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同じ水槽内にいるホンソメワケベラも、クリーナー
シュリンプと同じように掃除をする魚です。それだけ
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「ブホッ」イルカ館で大きな音が聞こえます。イルカが頭のてっぺんにある鼻を水面から出して、勢いよく
呼吸をする音です。イルカは私たちと同じように、肺呼吸をします。かごしま水族館ではイルカの健康を
チェックするために、イルカの吐く息（呼気）のにおいをかいだり口の中を見たりして、けがはないか、変な
においはしないかなどを毎朝確認しています。鼻と口といえば、新型コロナウイルスの感染予防のために、
私たちはマスクをつけて鼻と口をおおっています。それに対してイルカにつけるマスクはありませんが、イル
カは新型コロナウイルスに感染することはないのでしょうか。「ウイルスに感染する」とは、生きものの体に
侵入したウイルスが細胞にとりつき、増殖することです。ウイルスとはどのようなものなのでしょう。

ウイルスとは　・ウイルスの定義には諸説がありますが、ここでは生きものとしての条件（図１）を満た
していないため（図２）生きものではないと考えます。生きものではないウイルスは自らを増殖させるため
に、生きものの細胞にとりつく必要があります。

通常は決まった生きものの特定の細胞にしかとりつくことができませんが、イヌやネコに感染する狂犬
病ウイルスが私たちヒトにも感染するように、生物種の垣根をこえて感染するものがあります。
新型コロナウイルスの正式な名前は

「SARS-CoV-2」。ウイルス粒子の表面にあ
るとげ状のタンパク質が王冠のように見え
ることから、ギリシア語で王冠を意味する
「コロナ」と名前を付けられました。とげには
細胞にとりつくための鍵の役割があり、細
胞の表面にあるタンパク質「ACE2」が鍵穴
となります。取りつかれた細胞の力を借りて
ウイルスは増殖します（図３）。

新型コロナウイルスが人の細胞にとりつく時の鍵穴となる「ACE2」は血圧の調整に関わるタンパク質
で、ヒト以外の多くのほ乳類の細胞にあります。さまざまなほ乳類の「ACE2」と新型コロナウイルスのとげ
が、どれくらいくっつきやすいかを予測する研究がアメリカで行われました。この研究では、ハンドウイルカ
の「ACE2」と新型コロナウイルスのとげは比較的くっつきやすいという結果が示されています。＊ これは
あくまで実験であり、現在のところイルカ類に新型コロナウイルスが感染した例はありません。実際に
水族館のイルカに新型コロナウイルスが感染するかどうかはわからないのです。しかし海外の動物園では
トラやライオンに感染した例があり、また新型コロナウイルスに限らず、ヒトからイルカに感染するウイ
ルスに注意して行動する必要があります。
飼育員は今ではお客さまと接するときだけでなく、飼育作業の間もマスクや手指消毒などの感染対策を
これまで以上に行っています。自分と周囲の大切な命を守るためにも、感染に対する正しい知識を身に
着けて感染予防に取り組んでいきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東　亮介）
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生きものの生態を調査するバイオロギングは、動物にカメ
ラや深度計、体温計などの装置を取り付けて、野生下の様子
を記録します。当館でもジンベエザメやマンボウの放流に際
し、長崎大学と共同で実施してきました（さくらじまの海81号・
87号）。２年ぶりの実施となった「マンボウズアイ」プロジェク
ト。2021年のマンボウには何が見えていたのでしょうか。
当館では、冬から春にかけて鹿児島近海にやってくるマン

ボウを、屋外のイルカ水路で飼育可能な５月末ごろまで展
示しています。今年は３月26日に鹿児島県肝付町内之浦で
捕獲された全長89㎝、体重28.5㎏の個体です。５月19日に
この装置（データロガー）を取り付け、翌20日に放流しました。

前回、浮上予定を過ぎてもなかなかデータロガーからの電
波が受信できず心配した経験をふまえて、装置には改良も加
えられています。浮上予定の５月24日、どきどきしながら信号
を待つ私たちに、予定通り浮上したロガーの電波を受信した
知らせが届きました。しかしロガーは、縦10㎝×横10㎝×高
さ20㎝ほどの大きさしかありません。これを広い海で見つけ
るのは至難の業です。翌日までに万全の準備を整え、電波を

頼りに船で探索します。最初
に受信した電波によると浮上
場所は瀬々串沖でしたが、小
さなロガーは一晩で大きく流
され、最終的な回収場所は、
水族館から約35㎞南に離れ
た指宿市岩本沖でした。最後
は目視で見つけ、無事回収す
ることができました。
いよいよ記録された映像
の確認です。カメラは明るい
午前11時から午後１時まで、
１日２時間撮影するようセッ
トされています。３日間は予
定通り記録されたものの、４
日目はバッテリー切れのため
25分間のみの記録でした。
昼間撮影したにも関わらず、
明るい映像と暗い映像の部
分に分かれています。暗い映
像の部分は深い場所の映像

です。マンボウはえさを求めて深い場所に潜ると考えられ
ています。もしかしたら深海にすむ生きものたちがカメラ
に映るのではないかと期待していましたが、残念ながら
映っていませんでした。それでも２時間の間に、マンボウが
浅い所と深い所を上下していることが分かりました。
この時期の錦江湾は透明度がかなり悪いのですが、今回
もカサゴやタカノハダイ（写真①）、イラなどの魚が確認で
きました。岩礁の斜面には錦江湾でよく見られるムチカラマ
ツの群生が映っていました（写真②）。アカクラゲやミズクラ
ゲの姿は多く、その中でもミズクラゲ（写真③）はよく食べ
ていましたが、刺胞毒の強いアカクラゲは素通りしたり、か
じってもはき出したりしていました。前回初めて撮影された
昼寝の行動が、今回の調査でも確認できました。

野生生物の本来の姿は、観察を積み重ね注意深く解析
していくことで、少しずつ明らかになります。自然下で行動
するマンボウの様子を目にする機会はほとんどありませ
ん。放流という数少ない機会に、バイオロギングを用いる
ことで得られたカメラの映像や体温、水深など貴重なデー
タをそれぞれ照らし合わせることが大切です。今回の調査
でも行動のほんの一部を垣間見たにすぎません。調査を
継続することによって、新たな知見が得られることを期待
したいと思います。　　　　　　　　　　（吉田明彦）

6 7

お寿司などの食材としてもおなじみのウニ。
ほとんどの皆さんは食べたことがあると思いますが、
ウニのどの部分を食べているか知っていますか？「卵
だ！」と思う人もいるかもしれません。間違いではあり
ませんが、100点でもありません。ウニにはメスとオス
があり、それぞれ卵巣と精巣をもっています。ややこし
いのは卵巣と精巣も同じオレンジ色で見分けがつかな
いことです。実は、私たちはウニの卵巣だけを食べてい
るわけではなく、精巣を含めた雌雄の生殖巣を食べて
いるのです。

ウニの殻を開けると５列に分かれた生殖巣と消化管が
見えます。たいてい消化管にはウニが食べたものが、消化
された粒の状態でたくさんつまっています（写真※）。
ウニの体の中にはそれ以外に目立つものはあまりあり
ません。内臓以外の部分には海水がたまっています。
ウニの足（管足）の中には海水が入っていて、それを出
し入れして伸び縮みします。そのため、殻に管足が生え
ていた部分には水を出し入れするための小さな穴が開
いています。ウニを殻だけの標本にして、中から光を当
てるとこの小さな穴がよく見えます。生きているときに
はたくさんのとげにおおわれて、どこに何があるのかよ
くわからないのですが、標本にするとこのようにきれい
に並んでいることがよくわかります。

ところで、海で生きているウニを採集するには漁業権
が必要です。勝手に採ることはせず、地元の漁協や漁
師さんに相談してくださいね。　　（築地新　光子）

6

令和3年12月18日（土）～令和4年4月10日（日）

目指せ！イルカ調査隊
～錦江湾のイルカに迫る～特別企画展特別企画展

皆さんは野生のイルカを見たことがありますか？当館ではこれま
でに、いろいろな研究機関と協力して、目の前に広がる錦江湾の野
生のイルカたちの調査を続けてきました。今回の企画展では、錦江
湾にはミナミハンドウイルカがいることや、20年以上錦江湾で観察
され続けている個体がいること、群れが２つに分かれていることな
ど、長年の調査によってわかったことを紹介します。
会場では「錦江湾イルカ調査隊」の新たな隊員になるための「入隊
テスト」に挑戦できます。入隊テストで課せられるさまざまなミッショ
ンを通じて、錦江湾のイルカの生態や観察方法が理解できるように
なっています。「イルカの頭数は何頭？」「同じイルカを探せ！」など、
錦江湾のイルカたちに関するクイズやゲームに挑戦して、調査隊への
入隊を目指してください。全てのミッションを終えて、イルカ調査隊
の隊員になったあかつきには、本当の錦江湾のイルカの調査に行け
るかも。諸君の健闘を祈る！　　　　　　　　　　　（柏木伸幸）

「マンボウズアイ」プロジェクト2021
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特集 「大島丸で行く深海釣り採集～屋久島沖の底物釣獲調査～」

いるかの時間・あざらしの時間

　　　　　　　　「新型コロナウイルスはイルカに感染するの？」

ここがみどころ 「２階：南西諸島の海『生きものたちの共生関係』」

錦江湾のなかまたち 「92．ケヤリムシ」

アクアラボ 「ウニのかいぼう」

特別企画展 「目指せ！イルカ調査隊～錦江湾のイルカに迫る～」

「マンボウズアイ」プロジェクト2021　
いおワールド通信

鹿児島 未知の魚を発見！「No. 22 キツネオハグロベラ」
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奄美・沖縄の世界自然遺
産登録を控えた７月16日～

21日、鹿児島市のアミュプラザ鹿児島では「まるごと発見!
鹿児島・奄美群島・沖縄フェスティバル」が開催されました。
当館も17日・18日の２日間にわたってブース出展を行い、
フェスティバルを盛り上げました。
ブースでは開催目前の特別企画展「奄美の宝」のPRや、
アカウミガメ・ウツボ類の展示を行いました。屋外イベントでの生きものの展示は珍しいということもあって大変好評でした。
そのほかジンベエザメ帽子作りのワークショップも開催しました。こちらもたくさんの方にご参加いただきました。帽子作りは
少し難しかったようですが、できあがった帽子に皆さん満足されていました。　　　　　　　　　　　　　　（平野慎一郎）

７月17日から「SDGsクイズラリー」を実施しました。
館内を回りながら、水族館の生きもののクイズを解い
てもらうイベントです。SDGsをテーマにしたクイズと
いうことで、サンゴ群集の重要性や外来種の問題など
を取り入れました。全問解いてもらった後にお渡しす
る解答用紙の裏面には、海が現在抱えている問題につ
いて、地球温暖化やマイクロプラスチックなどを具体例
に解説を載せました。途中、新型コロナウイルス感染症の流行拡大のため休館となりましたが、期間中は問題用紙を片手に
展示をご覧になる人でにぎわいました。当館のSDGsの取り組みを紹介したパネルを見ていただくなど、子どもから大人まで
皆さんがSDGsについて楽しく学ぶきっかけになったようでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（濵田毬華）

「まるごと発見！鹿児島・奄美群島・沖縄フェスティバル」開催

編集後記

　岩礁やサンゴ礁域で“ちょこまか
と”泳ぎ回っているベラの仲間は、捕
獲が難しく、研究者泣かせの魚です。
採集して、標本として公的機関に保
管し、その標本に基づいて報告しな
いと、その魚の存在を正式に記録す
ることができません。ベラの仲間に
は水中写真などで日本に生息するこ
とが分かっているものの、標本を得
ることができずに、正式に日本産と
して記録されていない種が少なくあ
りません。ベラ科オハグロベラ属は

日本に３～４種が分布しますが、正式に記録されているのはオハグロベラの１種のみです。
　屋久島と口永良部島から採集された個体に基づいて、2021年６月に日本産２種目となる
オハグロベラ属が報告されました。本種は体色が狐色を呈すること、ならびに背側の濃い狐
色と腹側の白色縦帯がキツネの体色を連想させることに因み、キツネオハグロベラと命名さ
れました。キツネオハグロベラは琉球列島の浅海域に広く分布することが分かっています。

（鹿児島大学総合研究博物館　館長　本村浩之）

No.22　キツネオハグロベラ

シリーズ
鹿児島未知の魚を発見！未知の魚を発見！

　令和３年７月26日、「奄美大
島、徳之島、沖縄島北部及び西
表島」の世界自然遺産登録が
正式に決定しました。日本で５
件目の世界自然遺産登録とな
ります。この夏、かごしま水族
館では特別企画展「奄美の宝～
島々に生きるものたち」を開催
しました。アマミイシカワガエ
ルやシノビドジョウなどの貴重
な生きものを展示するととも
に、奄美の貴重な「生物多様
性」についてお伝えしてきまし
た。私たちが今見ているこの景
色をずっと残していくために、
私たちは何をしたらよいので
しょうか。「水族館ができるこ
と」「私たち一人ひとりができる
こと」を考えていきたいと思い
ます。　　　　　　　　（大塚）

SDGsクイズラリー

クイズラリー景品引換所 クイズラリー用紙

キツネオハグロベラ　Pteragogus enneacanthus （屋久島産）


